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「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
と
現
存
資
料
に
つ
い
て

竹
　
田
　
健
　
二

は
じ
め
に

西
村
時
彦
（
天
囚
）
の
旧
蔵
書
が
「
碩
園
記
念
文
庫
」
と
し
て

大
阪
大
学
附
属
総
合
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
天
囚
の
没
後
、
故
西
村
博
士
記
念

会
が
西
村
家
よ
り
購
入
し
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
に
「
碩

園
記
念
文
庫
」
と
名
付
け
て
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し

た
も
の
が
こ
の
文
庫
と
さ
れ
る（
１
）。天
囚
の
所
蔵
し
て
い
た
資
料
は
、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
朝
日
新
聞
文
庫
な
ど
に
も
い
く
つ
か

現
存
す
る
が（
２
）、
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
は
、
碩
園
記

念
文
庫
の
他
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、本
号
所
収
の
竹
田
健
二
・
湯
浅
邦
弘
・
池
田
光
子「
西

村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
（
遺
著
・
書
画
類
等
）」

に
示
す
通
り
、
天
囚
の
故
郷
で
あ
る
種
子
島
（
鹿
児
島
県
西
之
表

市
）
の
西
村
家
に
は
、
多
数
の
関
係
資
料
が
現
存
し
て
い
た
。
し

か
も
、
既
に
池
田
光
子
が
指
摘
す
る
通
り（
３
）、
一
九
二
五
年
に
懐
徳

堂
堂
友
会
が
「
碩
園
先
生
追
悼
録
」
と
し
て
発
行
し
た
『
懐
徳
』

第
二
号
所
収
の
「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
天
囚
の
著
述
や
遺
稿
の
類
が
、
こ
の
西
村
家
所
蔵
資
料

の
中
に
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
調
査
の
結
果
、
池
田
の
指
摘
し

た
資
料
の
他
に
も
、「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
天
囚
の
著
述
類
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
西
村
家
所
蔵
資
料
の

中
に
は
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
西
村
家
所
蔵
資
料
と
は
別
に
、

西
之
表
市
に
あ
る
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
も
天
囚
関
係
資

料
が
現
存
し
、
そ
の
中
に
や
は
り
「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の
が
現
存
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
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天
囚
の
遺
著
や
遺
稿
と
、
種
子
島
に
現
存
す
る
関
係
資
料
と
の
関

係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

一
、「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
と
碩
園
記
念
文
庫

本
章
で
は
、
先
ず
「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」（
以
下
、
著
述
目

録
と
略
称
す
る
）
に
収
録
さ
れ
た
資
料
と
、
碩
園
記
念
文
庫
と
の

関
係
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

著
述
目
録
は
、天
囚
の
遺
著
類
を「
一
、撰
著
」・「
二
、編
著
」・

「
三
、
講
義
底
稿
」・「
四
、
遺
稿
」・「
五
、
論
文
」・「
六
、
講
演
」・

「
七
、
伝
記
年
譜
」・「
八
、
雑
著
」・「
九
、
襍
文
」・「
十
、
小
説
」・

「
十
一
、
随
筆
」・「
十
二
、
鈔
録
」・「
十
三
、
研
究
資
料
」・「
十
四
、

目
録
索
引
」・「
十
五
、
日
記
」
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る

資
料
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
項
目
に
記
載
さ
れ
て
い
る

資
料
数
は
、「
一
、
撰
著
」
十
一
点
、「
二
、
編
著
」
九
点
、「
三
、

講
義
底
稿
」
八
点
、「
四
、
遺
稿
」
五
点
、「
五
、
論
文
」
四
点
、「
六
、

講
演
」
六
点
、「
七
、
伝
記
年
譜
」
六
点
、「
八
、
雑
著
」
十
三
点
、

「
九
、
襍
文
」
十
三
点
、「
十
、
小
説
」
二
十
四
点
、「
十
一
、
随
筆
」

四
点
、「
十
二
、
鈔
録
」
十
四
点
、「
十
三
、
研
究
資
料
」
五
点
、「
十

四
、
目
録
索
引
」
五
点
、「
十
五
、
日
記
」
一
点
、
合
計
百
二
十

八
点
で
あ
る
。

著
述
目
録
に
は
、
資
料
名
に
続
い
て
巻
数
或
い
は
冊
数
、
執
筆

或
い
は
発
表
さ
れ
た
年
月
、
発
行
者
や
発
表
紙
等
の
、
そ
の
資
料

に
関
す
る
情
報
が
附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
各
分
類

内
の
資
料
の
配
列
は
、
お
お
よ
そ
発
表
年
順
で
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。も
っ
と
も
、資
料
に
よ
っ
て
は
関
連
す
る
情
報
が
ま
っ

た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
刊
本
・
抄
本
の
判
別
も
困

難
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
記
載
さ
れ
た
中
の
お
お
よ
そ
半
数
程
度

が
お
そ
ら
く
抄
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る（
４
）。

な
お
、
各
分
類
と
も
、
分
類
毎
に
資
料
名
に
一
か
ら
順
に
数
字

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、「
八
、
雑
著
」・「
九
、
襍
文
」・「
十
一
、

随
筆
」・「
十
二
、
鈔
録
」・「
十
三
、
研
究
資
料
」・「
十
五
、
日
記
」

の
資
料
名
に
は
、
そ
の
数
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

本
目
録
の
体
裁
は
、
全
体
と
し
て
あ
ま
り
良
く
整
え
ら
れ
て
は
い

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

著
述
目
録
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
の
と

こ
ろ
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（
５
）。

左
に
記
載
す
る
と
こ
ろ
の
目
録
は
、
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺

著
遺
稿
に
つ
き
て
、
之
を
類
次
せ
し
も
の
な
る
が
、
聞
く
と

こ
ろ
に
依
れ
ば
、
先
生
早
年
の
旧
稿
散
佚
せ
し
も
の
尠
か
ら

ず
と
。
さ
れ
ば
是
の
録
は
未
だ
以
て
先
生
著
述
の
全
を
尽
く

せ
る
と
は
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
編
者
識
す
。
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す
な
わ
ち
、
著
述
目
録
は
「
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺
著
遺
稿
に

つ
き
て
、
之
を
類
次
」
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
先
生
早
年
の
旧

稿
散
佚
せ
し
も
の
尠
か
ら
ず
」
と
編
者
は
伝
聞
し
て
お
り
、
そ
れ

が
事
実
な
ら
ば
「
先
生
著
述
の
全
を
尽
く
せ
る
」
も
の
と
言
う
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
著
述
目
録
に
は
、
例
え
ば
明

治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
天
囚
の
東
京
大
学
古
典
講
習
科
在
学

中
に
刊
行
さ
れ
た『
邵
青
門
文
鈔
』（
重
野
安
繹
校
閲
、西
村
時
彦
・

長
井
吉
徳
編
）
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い（
６
）。
こ
の
た
め
、
本
目
録
が

天
囚
の
編
著
類
の
全
て
を
網
羅
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
但
し
、『
邵
青
門
文
鈔
』
は
刊
本
で
あ
り
、
散
佚
し
た
と
い

う
「
先
生
早
年
の
旧
稿
」
に
は
お
そ
ら
く
該
当
し
な
い
。
著
述
目

録
の
「
四
、
遺
稿
」
の
中
の
「
一
、
碩
園
文
稿
」
の
と
こ
ろ
に
は
、

「
自
明
治
十
七
年
至
大
正
十
二
年
（
明
治
十
九　

二
十
両
年
文
稿

散
佚
）」
と
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
散
佚

し
た
「
先
生
早
年
の
旧
稿
」
と
は
、
こ
の
「
明
治
十
九　

二
十
両

年
文
稿
」
な
ど
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

も
と
よ
り
、
天
囚
が
急
逝
し
た
時
点
で
、
そ
の
自
宅
に
著
作
の

す
べ
て
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
先

に
も
触
れ
た
通
り
、
著
述
目
録
は
そ
の
体
裁
が
全
体
と
し
て
よ
く

整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
も
、
十
分
に
時
間
を
か

け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
、天
囚
急
逝
の
後
、

「
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺
著
遺
稿
」
に
基
づ
い
て
急
ぎ
作
成
さ
れ

た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る（
７
）。

さ
て
、
著
述
目
録
が
天
囚
の
没
後
、「
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺

著
遺
稿
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
故
西

村
博
士
記
念
会
が
西
村
家
よ
り
購
入
し
た
天
囚
の
蔵
書
と
さ
れ
る

碩
園
記
念
文
庫
の
中
に
、
本
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
が
含

ま
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
碩
園
記

念
文
庫
を
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
故
西
村
博
士
記

念
会
の
活
動
報
告
書「
故
西
村
博
士
記
念
会
会
務
報
告
書
」の「
会

務
概
要
」
の
中
で
、
碩
園
記
念
文
庫
寄
贈
の
経
緯
が
以
下
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（
８
）。

大
正
十
三
年
十
一
月
六
日
大
阪
及
其
の
附
近
に
居
住
せ
る
故

西
村
博
士
と
親
交
あ
り
し
も
の
相
約
し
て
懐
徳
堂
に
集
り
永

く
故
博
士
を
記
念
し
且
遺
族
生
活
の
安
固
を
図
ら
む
た
め
故

西
村
博
士
記
念
会
を
起
し
義
金
参
万
円
を
醵
集
し
以
て
博
士

の
遺
書
全
部
を
購
入
し
碩
園
記
念
文
庫
と
称
し
之
を
懐
徳
堂

記
念
会
に
寄
贈
せ
む
こ
と
を
決
し
（
後
略
）

こ
こ
に
は
、
天
囚
の
没
後
、
親
交
の
あ
っ
た
有
志
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
故
西
村
博
士
記
念
会
が
「
博
士
の
遺
書
全
部
」
を
西
村
家

よ
り
購
入
し
、
碩
園
記
念
文
庫
と
命
名
し
た
上
で
、
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
、
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
に
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は
、「
懐
徳
堂
記
念
会
へ
遺
書
寄
贈
書
」・「
懐
徳
堂
記
念
会
の
受

領
書
並
に
謝
状
」・「
西
村
博
士
未
亡
人
幸
子
刀
自
よ
り
の
謝
状
」

も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
故
西
村
博
士
記
念
会

が
購
入
・
寄
贈
し
た
資
料
群
に
つ
い
て
は
、「
碩
園
先
生
旧
蔵
書
」

或
い
は
「
同
博
士
旧
蔵
の
書
全
部
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、故
西
村
博
士
記
念
会
が
購
入
・
寄
贈
し
た
天
囚
の「
遺

書
全
部
」
の
中
に
、
著
述
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
西
村
家
に

現
存
せ
る
遺
著
遺
稿
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
自
然
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
西
村
博
士
未
亡
人
幸
子
刀
自
よ
り
の

謝
状
」
に
は
、「
故
人
之
蔵
書
之
散
逸
を
防
ぎ
て
其
志
業
を
永
遠

に
残
し
得
る
に
立
至
り
候
」
と
の
文
言
が
見
え
る
。
碩
園
記
念
文

庫
が
天
囚
の
「
志
業
を
永
遠
に
残
し
得
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
中
に
は
天
囚
自
身
の
著
述
の
類
が
含
ま
れ
て
い
る

と
理
解
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う（
９
）。

と
こ
ろ
が
、
大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、
碩
園
記
念
文
庫
の
中
に

天
囚
の
著
述
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
は
い
る
の
だ
が
、
著
述
目
録

に
記
載
さ
れ
た
資
料
は
、
碩
園
記
念
文
庫
の
中
に
ほ
と
ん
ど
入
っ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

天
囚
の
著
述
が
碩
園
記
念
文
庫
の
中
に
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
碩
園
記
念
文
庫
の
「
小
天
地
閣

叢
書
」
坤
集
の
中
に
は
、
天
囚
の
著
述
で
あ
る
「
天
囚
雑
抄）
（1
（

」
や

「
天
囚
雑
攷
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
著
述
目
録
に
は
、「
天

囚
雑
抄
」・「
天
囚
雑
攷
」
と
同
一
名
の
資
料
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
著
述
目
録
の
中
に
、
資
料
名
の
類
似
す
る
「
小
天
地
閣
襍
攷
」

（「
十
一
、随
筆
」）や「
小
天
地
閣
私
記　

二
冊
」（「
十
二
、鈔
録
」）・

「
小
天
地
閣
雑
記
」（
同
）
の
記
載
は
あ
る
が
、
詳
し
く
は
後
述
す

る
通
り
、
こ
れ
ら
は
資
料
名
の
完
全
に
一
致
す
る
も
の
が
西
村
家

及
び
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
す
る
西
村
天
囚
関
係
資

料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、「
天
囚
雑
抄
」・「
天
囚

雑
攷
」
は
、
著
述
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
著
述
目
録
の
「
四
、
遺
稿
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
以
下
の
四
点
は
、
同
一
名
の
資
料
が
懐
徳
堂
文
庫

の
中
に
存
在
し
て
い
る
。

一
、
碩
園
文
稿　

十
三
冊　

自
明
治
十
七
年
至
大
正
十
二
年

（
明
治
十
九　

二
十
両
年
文
稿
散
佚
）

二
、
碩
園
詩
稿　

一
冊

三
、
江
漢
遡
洄
録　

明
治
三
十
一
年

四
、
天
囚
遊
草

し
か
し
、
懐
徳
堂
文
庫
の
「
碩
園
文
稿
」・「
碩
園
詩
稿
」・「
江

漢
遡
洄
録
」・「
天
囚
遊
草
」
は
、
い
ず
れ
も
「
碩
園
記
念
文
庫
」

の
印
記
が
無
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
が
碩
園
記
念
文
庫
の
も
の
で
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は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る）
（（
（

。

も
と
よ
り
、
著
述
目
録
は
そ
も
そ
も
目
録
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
関
し
て
我
々
の
知
り
得
る
情
報
が
極
め

て
限
定
的
で
あ
る
点
に
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
仮
に
資

料
名
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
は
同
一
の
資
料

と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

ま
た
逆
に
、抄
本
で
あ
れ
ば
特
に
、資
料
名
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、

一
方
が
草
稿
で
、
一
方
が
完
本
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
一
方
が
写

本
で
、一
方
が
そ
の
底
本
で
あ
る
と
い
っ
た
可
能
性
、或
い
は
ま
っ

た
く
別
の
資
料
で
あ
り
な
が
ら
名
称
が
一
致
し
た
だ
け
で
あ
り
、

同
一
の
資
料
と
は
見
な
せ
な
い
な
ど
の
、
様
々
な
可
能
性
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
刊
本
や
印
刷
物
で
あ
れ
ば
、
も
と
よ
り
同
一

の
も
の
が
多
数
存
在
し
、
印
記
等
の
手
が
か
り
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
、
資
料
名
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
同
一
の
も
の
と
判

断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

確
か
に
そ
う
で
は
あ
る
の
だ
が
、
著
述
目
録
が
「
西
村
家
に
現

存
せ
る
遺
著
遺
稿
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
例
え
ば
そ
の
冒
頭
の
「
一
、
撰
著
」・「
二
、
編
著
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
天
囚
の
主
要
な
著
述
や
「
碩
園
文
稿
」
な
ど
の
遺
稿

の
類
が
、「
博
士
の
遺
書
全
部
」
で
あ
る
は
ず
の
碩
園
記
念
文
庫

に
入
っ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
甚
だ
奇
妙
な
現
象
で
あ
る
。
著

述
目
録
に
記
載
さ
れ
た
「
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺
著
遺
稿
」
と
は

一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
そ
の

後
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料

こ
の
謎
を
解
明
す
る
手
が
か
り
が
、
天
囚
の
出
身
地
・
種
子
島

の
西
之
表
の
西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
筆
者
等
が
二
〇
一
七
年
八
月
以
降
継
続
し
て
行
っ
た

西
村
家
所
蔵
資
料
の
調
査
に
よ
り
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

西
村
天
囚
関
係
の
貴
重
な
資
料
が
大
量
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
既
に
前
掲
池
田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
中
に
著

述
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
も
の

が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た）
（1
（

。

池
田
は
「
仮
名
称
と
し
て
採
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
、「
著
述
目
録
」

に
記
載
の
も
の
と
は
異
な
る
た
め
に
一
致
し
な
い
と
い
う
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
」
と
慎
重
に
述
べ
つ
つ
、
著
述
目
録
に
記
さ
れ
て

い
る
「
尚
書
文
義
」・「
先
師
行
状
資
料
」・「
小
天
地
閣
雑
攷
」・

「
駢
文
引
例
」
が
西
村
家
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
池
田
の
指
摘
の
後
、
筆
者
が
更
に
調
査
を
進
め
た
結
果
、

本
号
所
収
の
「
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録
（
遺

著
・
書
画
類
等
）」（
以
下
、
西
村
家
目
録
と
略
称
す
る
）
に
示
す

「碩園先生著述目録」と現存資料について ― 竹田健二

29



通
り
、
著
述
目
録
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
三
十

四
点
の
資
料
が
、
西
村
家
所
蔵
資
料
中
に
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
な
お
、
各
資
料
に
つ
い
て
は
、
著
述
目
録
の
記
載

事
項
に
続
け
て
、
西
村
家
目
録
に
お
け
る
分
類
と
整
理
番
号
と
を

（　

）
の
中
に
示
す
。

一
、
撰
著

一
、
南
島
偉
功
伝　

一
巻　

明
治
三
十
二
年
六
月
印
行

（
①
―
16
）

三
、
尾
張
敬
公　

一
巻　

明
治
四
十
三
年
三
月
名
古
屋
開
府

三
百
年
記
念
会
印
行
（
①
―
４
）

四
、
懐
徳
堂
考　

二
巻　

上
巻
明
治
四
十
三
年
三
月
下
巻
明

治
四
十
四
年
七
月
印
行
（
①
―
５
）

五
、
学
界
偉
人　

一
巻　

明
治
四
十
四
年
一
月
印
行
（
①
―

８）
（1
（

）

九
、
尚
書
異
読　

一
冊
未
刊
（
⑤
―
35
）

孔
伝
蔡
伝
及
清
儒
江
聲
、
段
玉
裁
、
王
引
之
、
孫
星
衍
、

黄
式
三
、
皮
錫
瑞
、
王
先
謙
、
呉
汝
綸
等
に
至
る
ま
で

の
諸
儒
の
異
読
を
明
か
に
せ
ら
れ
、
間
々
附
す
る
に
按

語
を
以
て
せ
ら
る
。

一
〇
、
尚
書
文
義　

三
巻　

初
藁　

未
刊
（
⑤
―
36
）

初
尚
書
論
文
と
題
せ
ら
れ
、
後
文
義
と
改
め
ら
る
。
博

く
皇
漢
学
者
の
説
に
渉
り
て
、
其
の
精
粋
を
採
り
、
尚

書
の
文
と
義
と
を
説
か
れ
た
る
も
の
な
り
。

二
、
編
著

八
、
天
囚
曲
話　

一
冊
（
⑤
―
51
・
）
（1
（52
）

九
、
藝
文
談
資　

一
冊　

詩
間
（
漁
洋
老
人
答)

、
冠
辞
考
、

昏
辞
考
、
桐
城
派
師
友
淵
源
考
（
⑤
―
21
）

三
、
講
義
底
稿

一
、
講
案　

一
冊　

大
正
九
年
九
月
（
⑤
―
23
）

二
、
駢
文
引
例　

一
冊
（
③
―
14
）

五
、
漢
文
体
別
概
説　

三
冊
（
⑤
―
13
）

六
、
漢
文
総
説
草
稿　

一
冊
（
⑤
―
）
（1
（12
）

七
、
辞
章
論
略
三
巻
同
補
一
巻
上
巻
佚
（
⑤
―
）
（1
（101

）

四
、
遺
稿

三
、
江
漢
遡
洄
録　

明
治
三
十
一
年
（
⑤
―
24
）

五
、
論
文

二
、
論
文
（
新
聞
論
説
）
自
明
治
三
十
七
年
至
同
三
十
八
年

（
④
―
９
）

三
、
同　

自
明
治
三
十
九
年
至
同
四
十
年
（
④
―
８
）

六
、
講
演

五
、
教
育
勅
語
下
賜
三
十
年
記
念
講
演
速
記　

大
正
八
年

（
③
―
３）
（1
（

）

七
、
伝
記
年
譜
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二
、
亀
門
之
二
広　

一
広
瀬
淡
窓　

二
広
瀬
旭
莊　

明
治
四

十
一
年
二
月　

朝
日
新
聞
所
載
（
④
―
15
）

五
、
浪
華
画
人
略　

朝
日
新
聞
所
載
（
④
―
５
）

八
、
雑
著

紀
行
八
種
（
①
―
９
）

征
清
戦
記　

明
治
二
十
七
年
征
清
戦
報
所
載
（
①
―
）
（1
（13
）

笠
鞋
漫
録　

東
北
方
面
漫
遊
紀
行
（
④
―
７
）

杭
州
紀
行
（
⑤
―
25
）

十
、
小
説

三
、
居
酒
屋
之
娘　

明
治
二
十
一
年
十
二
月
（
①
―
１
）

十
一
、
随
筆

小
天
地
閣
襍
攷　

壬
子
夏
（
⑤
―
38
）

十
二
、
鈔
録

小
天
地
閣
雑
記　

戊
申
帰
郷
時
（
⑤
―
）
（1
（53
）

典
礼
文
字
（
③
―
10
）

詩
話
中
論
文
（
⑤
―
41
）

十
三
、
研
究
資
料

敬
公
資
料　

一
冊
（
⑤
―
19
）

宋
学
淵
源
研
究　

一
冊
（
⑤
―
45
）

先
師
行
状
資
料　

一
冊
（
⑤
―
100
）

十
四
、
目
録
索
引

三
、
小
説
伝
奇
目
録　

一
冊
（
⑤
―
37
）

四
、
弾
詞
小
説
目
録　

一
冊
（
⑤
―
49
）

五
、
曲
目
索
引　

一
冊
（
⑤
―
16
）

三
十
四
点
の
内
訳
は
、
①
書
籍
七
点
、
③
そ
の
他
印
刷
物
が
三

点
、
④
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
類
が
五
点
、
⑤
抄
本
が
十
九
点
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
そ
も
そ
も
著
述
目
録
の
資
料
と
名
称
が
一
致
し

て
い
る
資
料
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
著
述
目
録
に
記
載

さ
れ
た
資
料
に
該
当
す
る
同
一
の
資
料
と
俄
に
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
特
に
書
籍
な
ど
の
印
刷
物
は
、
同
じ
も
の
が
多
数
存

在
し
、
現
在
西
村
家
に
現
存
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
そ
れ

を
天
囚
の
遺
著
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）
11
（

。
し
か
し
、
資
料

の
保
存
状
況
等
か
ら
判
断
し
て
、
天
囚
の
故
郷
・
西
之
表
の
西
村

家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
が「
西
村
家
に
現
存
せ
る
遺
著
遺
稿
」

で
あ
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
西
村
家
所
蔵
資
料
に
は
、
虫
損
等
が
激
し
い
た
め

に
外
題
や
内
題
を
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
西
村
家
目
録
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
仮
称
を
付
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
資
料
も

少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
著
述
目
録
に
記
さ
れ
た
資
料
は
、
こ

の
他
に
も
な
お
存
在
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
そ
う
し
た
点

の
解
明
は
、
今
後
資
料
の
修
復
も
進
め
な
が
ら
検
討
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
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三
、
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料

二
〇
一
九
年
八
月
、
筆
者
ら
は
、
西
之
表
市
に
あ
る
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
「
鉄
砲
館
」。
以
下
、
通
称
を
用
い
る
）

に
も
西
村
天
囚
関
係
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
、

以
後
こ
の
資
料
群
に
つ
い
て
も
並
行
し
て
調
査
を
進
め
つ
つ
あ

る
。
本
稿
執
筆
の
時
点
で
、
鉄
砲
館
の
所
蔵
資
料
の
中
に
も
、「
碩

園
先
生
著
述
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
に
該
当
す
る
と
見

ら
れ
る
も
の
が
、以
下
の
三
十
九
点
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
れ
ら
の
資
料
は
、
著
述
目
録
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

一
、
撰
著

一
、
南
島
偉
功
伝　

一
巻　

明
治
三
十
二
年
六
月
印
行

三
、
尾
張
敬
公　

一
巻　

明
治
四
十
三
年
三
月
名
古
屋
開
府

三
百
年
記
念
会
印
行

五
、
学
界
偉
人　

一
巻　

明
治
四
十
四
年
一
月
印
行

七
、
屈
原
賦
説　

一
冊　

未
刊

一
一
、
論
語
集
釈　

自
学
而
至
泰
伯
第
八
章　

未
刊

首
に
集
釈
を
挙
げ
、
次
に
折
中
参
看
異
説
私
案
の
四
目

を
立
て
、
其
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
は
る
。

二
、
編
著

三
、
儒
文
源
委　

二
巻　

未
刊

四
、
同
附
録　

二
巻　

未
刊

上
巻

史
記
儒
林
伝
自
序
、
同
伝
序
、
前
漢
書
儒
林
伝
叙
伝
、

同
伝
序
、
同
伝
賛
、
後
漢
書
儒
林
伝
序
論
、
晋
書
儒
林

伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
梁
書
儒
林
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、

陳
書
儒
林
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
魏
書
儒
林
伝
序
論
、

同
伝
論
賛
、
北
斉
書
儒
林
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
周
書

儒
林
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
南
史
儒
林
伝
論
賛
、
北
史

儒
林
伝
序
、
同
伝
後
論
、
隋
書
儒
林
伝
序
論
、
同
伝
後

論
、
旧
唐
書
儒
学
伝
序
論
、
同
伝
賛
、
唐
書
儒
学
伝
序

論
、
唐
書
啖
助
伝
賛
、
宋
史
道
学
伝
序
論
、
元
史
儒
学

伝
序
論
、
明
史
儒
林
伝
序
論
、

下
巻

後
漢
書
文
苑
伝
賛
、
晋
書
文
苑
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、

梁
書
文
学
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
陳
書
文
学
伝
序
論
、

同
伝
論
賛
、
魏
書
文
苑
伝
序
論
、
同
伝
論
賛
、
北
斉
書

文
苑
伝
序
論
。
同
伝
論
賛
、
南
史
文
学
伝
序
論
、
同
伝

後
論
、
北
史
文
苑
伝
序
論
、
同
伝
後
論
、
隋
書
文
学
伝

序
論
、
同
伝
後
論
、
旧
唐
書
文
苑
伝
序
論
、
同
伝
賛
、

唐
書
文
藝
伝
序
論
、
唐
書
杜
甫
伝
賛
、
宋
史
文
苑
伝
序
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論
、
遼
史
文
学
伝
序
論
、
同
伝
上
篇
後
論
、
同
伝
下
篇

後
論
、
金
史
文
藝
伝
序
論
、
同
伝
賛
、
明
史
文
苑
伝
序

論
、上

巻
附
録

漢
書
藝
文
志
総
序
、
六
藝
各
序
、
儒
家
序　

隋
書
経
籍
志
総
序
、

経
各
序
、
正
史
序
、
儒
家
序　

五
経
正
義
各
序

下
巻
附
録

漢
書
藝
文
志
詩
賦
序　

隋
書
経
籍
志
楚
辞
序
、
別
集
序
、
総
集

序
、
集
後
序　

説
文
序
、
重
修
説
文
序
、
文
選
序
、
両
漢

文
類
序
、
文
苑
英
華
序
、
唐
文
粋
序
、
全
唐
文
序
、
遼

文
存
序
、
唐
文
粋
補
遺
序
、
宋
文
鑑
序
、
金
文
最
序
、

元
文
類
序
、
元
文
選
序
、
明
文
案
序
、
姚
椿
清
文
録
序
、

六
、
経
子
簡
編　

一
冊

七
、
同
補
注　

一
冊）
1（
（

八
、
天
囚
曲
話　

一
冊）
11
（

三
、
講
義
底
稿

三
、
文
章
本
原　

一
冊

四
、
清
朝
文
派　

一
冊

七
、
辞
章
論
略
三
巻
同
補
一
巻
上
巻
佚

八
、
中
庸
解
題
稿）
11
（

四
、
遺
稿

四
、
天
囚
遊
草

五
、
論
文

一
、
天
囚
論
文　

明
治
二
十
七
八
年
中
所
作

六
、
講
演

四
、
懐
徳
堂
の
由
來
と
將
來　

大
正
五
年

五
、
教
育
勅
語
下
賜
三
十
年
記
念
講
演
速
記　

大
正
八
年

六
、
精
神
振
作
の
詔
書
を
捧
読
し
て　

大
正
十
二
年

七
、
伝
記
年
譜

四
、
二
洲
先
生
年
譜
藁

六
、
木
村
巽
齋
事
略）
11
（

八
、
雑
著

紀
行
八
種

福
島
中
佐
単
騎
遠
征
録　

明
治
二
十
六
年

天
囚
雑
纂　

随
筆
伝
記
紀
行
琵
琶
歌
自
明
治
三
十
五
年
七
月

至
明
治
三
十
九
年
五
月

老
媼
物
語

薩
摩
琵

琶　

歌

武
石
浩
玻

九
、
襍
文

天
囚
雑
文　

明
治
二
十
七
八
年
中
所
作

十
、
小
説

一
、
冊
屋
の
籠　

明
治
二
十
年

二
、
奴
隷
世
界　

明
治
二
十
一
年
四
月

三
、
居
酒
屋
之
娘　

明
治
二
十
一
年
十
二
月
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一
三
、
薩
摩
嵐　

明
治
二
十
四
年
十
二
月

十
一
、
随
筆

戊
午
消
夏
録

梧
桐
夜
雨
楼
漫
筆）
11
（

天
囚
菴
茶
話

十
二
、
鈔
録

碩
園
雑
記　

大
正
戊
申
一
月
以
降

小
天
地
閣
私
記　

二
冊

臥
読
坐
抄

十
三
、
研
究
資
料

資
料
雑
綴　

七
冊）
11
（

十
四
、
目
録
索
引

一
、　
家
蔵
楚
辞
書
目
　
一
冊

西
村
家
所
蔵
資
料
と
鉄
砲
館
所
蔵
資
料
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
明
確
で
は
な
い
が
、
両
者
の
資
料
に
は
刊
行
・

印
刷
さ
れ
た
も
の
の
他
に
重
複
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

か
ら
見
て
も
、
お
そ
ら
く
両
資
料
は
も
と
も
と
西
村
家
に
ま
と

ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
或
る
時
点
で
そ
の
中
の
一
部

が
鉄
砲
館
に
移
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る）
11
（

。

お
わ
り
に

碩
園
記
念
文
庫
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
長
ら
く
そ
の
所
在
が
不
明

で
あ
っ
た
「
碩
園
先
生
著
述
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
資
料
が
、
西

之
表
市
の
西
村
家
及
び
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
多
数
現
存

す
る
こ
と
は
、
本
目
録
に
記
載
さ
れ
た
資
料
群
が
、
天
囚
の
没
後

に
故
西
村
博
士
記
念
会
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
西
村
家
は
そ
れ
ら
を
一
度
も
手
放
す
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
所
有
し
続
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
故
西
村
博
士
記
念
会
が
西
村
家
よ
り
購
入
し
て
財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
た
碩
園
記
念
文
庫
は
、
実
は
「
博
士

の
遺
書
全
部
」
で
は
な
か
っ
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

故
西
村
博
士
記
念
会
が
、
な
ぜ
天
囚
の
著
述
類
を
購
入
・
寄
贈

し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
「
博
士
の
遺
書

全
部
」
と
言
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
天
囚
の
著
述
が
大
量
に
発

見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
天
囚
の
漢
学
に
つ
い
て
の
研
究
の
可
能

性
が
大
き
く
広
が
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
特
に
、「
尚
書
異

読
」・「
尚
書
文
義
」・「
論
語
集
釈
」・「
儒
学
委
源
」
等
と
題
さ
れ

た
天
囚
の
著
述
は
、従
来
専
ら
日
本
に
お
け
る
宋
学
の
展
開
や『
楚

辞
』
に
つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
と
さ
れ
て
き
た
天
囚
が
、

実
は
広
く
儒
教
関
係
の
文
献
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
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示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
新
資
料
を
活
用
し
て
天
囚
の
漢

学
の
全
容
を
解
明
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）	

故
西
村
博
士
記
念
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
・

佐
伯
薫「
西
村
天
囚
関
係
史
両
調
査
報
告
―
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
―
」

（『
懐
徳
』
第
八
六
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）
中
の
拙
稿
「
三
、
故
西
村

博
士
記
念
会
会
務
報
告
書
」
参
照
。

（
２
）	

拙
稿「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
関
係
資
料
―『
蘭
洲
遺
稿
』・『
鶏

肋
篇
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』
に
つ
い
て
―
」（
二
〇
一
七
年
一
月
、『
懐

徳
』
第
八
五
号
）
参
照
。

（
３
）	

池
田
光
子
「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
整
理
状
況
と

特
徴
と
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
』
第
八
七
号
〔
二
〇
一
九
年
一
月
〕
所
収
）

参
照
。

（
４
）	

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
二
十
三
巻
』

（
昭
和
女
子
大
学
、
一
九
六
五
年
）
所
収
の
天
囚
の
「
著
作
年
表
」
な

ど
を
参
考
に
し
て
、
筆
者
が
百
二
十
八
点
の
中
で
抄
本
で
あ
ろ
う
と
推

測
す
る
資
料
は
、「
一
、
撰
著
」
五
点
、「
二
、
編
著
」
七
点
、「
三
、

講
義
底
稿
」
八
点
、「
四
、
遺
稿
」
五
点
、「
五
、
論
文
」
三
点
、「
七
、

伝
記
年
譜
」
二
点
、「
八
、
雑
著
」
十
点
、「
十
一
、
随
筆
」
四
点
、「
十

二
、
鈔
録
」
十
四
点
、「
十
三
、
研
究
資
料
」
五
点
、「
十
四
、
目
録
索

引
」
五
点
、「
十
五
、
日
記
」
一
点
の
合
計
六
十
五
点
で
あ
る
。

（
５
）	

以
下
、
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
や
仮
名
文
字
を
通
行
の
も

の
に
改
め
た
が
、
一
部
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
６
）	

著
述
目
録
に
西
村
の
若
い
頃
の
著
述
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
４
）
前
掲
の
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研

究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
二
十
三
巻
』
所
収
の
西
村
の
「
著
作
年

表
」
参
照
。

（
７
）	

池
田
は
、
著
述
目
録
が
「
ど
の
時
点
に
お
け
る
西
村
家
保
管
資
料
群
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
注

（
３
）
前
掲
「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
の
整
理
状
況

と
特
徴
と
に
つ
い
て
」
参
照
。
著
述
目
録
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、

な
お
検
討
を
要
す
る
。

（
８
）	

同
報
告
書
は
、
前
掲
「
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料
暫
定
目
録

（
遺
著
・
書
画
類
等
）」
に
③
―
７
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	

碩
園
記
念
文
庫
の
寄
贈
を
受
け
た
時
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
そ

の
目
録
三
冊
を
あ
わ
せ
て
受
領
し
た
こ
と
が
「
故
西
村
博
士
記
念
会
会

務
報
告
書
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
一
般
財
団
法
人

懐
徳
堂
記
念
会
に
は
現
存
せ
ず
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

（
10
）	「
天
囚
雑
抄
」
は
、
現
在
の
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
お

け
る
資
料
名
で
あ
り
、
こ
の
資
料
は
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大

阪
大
学
文
学
部
、
一
九
七
六
年
）
に
は
「
小
天
地
閣
雑
抄　

西
村
時
彦

編
」
と
あ
る
。

（
11
）	

こ
の
四
点
の
資
料
の
う
ち
、「
碩
園
文
稿
」・「
碩
園
詩
稿
」・「
江
漢
遡
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洄
録
」
に
該
当
す
る
も
の
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に

「
碩
園
文
稿
」
十
四
冊
・「
碩
園
詩
稿
」
一
冊
・「
江
漢
遡
洄
録
」
一
冊

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
懐
徳
堂
文
庫
の
資
料
だ
が
、
三
点
と
も
碩
園
記
念

文
庫
の
印
記
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
三
点
は
、「
碩
園
文
鈔
」（
外
題

は
「
鄙
稿
」）
一
冊
と
あ
わ
せ
て
二
つ
の
帙
に
入
れ
ら
れ
、
懐
徳
堂
文

庫
の
ロ
ッ
カ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』に「
碩

園
文
稿
幷
鄙
稿
・
詩
稿
・
江
漢
遡
洄
録　

西
村
時
彦
著　

明
治
十
六
年

至
大
正
十
二
年
〔
遡
洄
録
〕
明
治
三
十
年
手
稿　

寫
本　

一
七
冊
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
『
碩
園
先

生
遺
集
』
の
原
稿
と
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
四
、
天
囚
遊
草
」

に
つ
い
て
は
、
続
北
山
文
庫
に
刊
本
が
存
在
す
る
が
、
も
と
よ
り
北
山

文
庫
は
重
建
懐
徳
堂
三
代
目
の
教
授
で
あ
る
吉
田
鋭
雄
の
旧
蔵
書
で
あ

り
、
そ
の
資
料
に
碩
園
記
念
文
庫
の
印
記
は
な
い
。
な
お
、『
懐
徳
堂

文
庫
図
書
目
録
』
に
は
十
七
冊
と
さ
れ
て
い
る
「
碩
園
文
稿
幷
鄙
稿
・

詩
稿
・
江
漢
遡
洄
録
」
に
続
い
て
「
碩
園
文
稿
幷
江
漢
遡
洄
録　

西
村

時
彦
著　

明
治
十
六
年
至
大
正
八
年
手
稿
〔
遡
洄
録
〕
轉
寫　

寫
本　

九
冊
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
調
査
で
は
該
当
す
る
資
料
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
轉
寫
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、

十
七
冊
本
の
写
本
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。

（
12
）	

注
（
３
）
前
掲
池
田
光
子
「
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
関
係
資
料

の
整
理
状
況
と
特
徴
と
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
13
）	

著
述
目
録
に
は
「
学
界
偉
人
」
と
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
学
界
乃
偉
人
」

で
あ
る
。

（
14
）	

西
村
家
所
蔵
資
料
に
は
、
内
題
「
天
囚
曲
話　

巻
四
」（
巻
四
以
外
の

部
分
は
欠
）、
外
題
「
支
那
戯
□
（
一
字
不
明
）
篇
資
料
巻
下
」
と
あ

る
資
料
（
⑤
―
51
）
と
、
虫
損
等
が
激
し
い
た
め
内
容
の
確
認
が
困
難

で
、
外
題
に
「
天
囚
曲
話　

巻
一
」
と
あ
る
資
料
（
⑤
―
52
）
と
の
、「
天

囚
曲
話
」
と
い
う
名
称
と
見
ら
れ
る
資
料
が
二
点
あ
り
、
い
ず
れ
か
が

著
述
目
録
の
「
天
囚
曲
話
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
に
も
「
天
囚

曲
話
」
と
い
う
名
称
の
資
料
が
あ
る
。
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
不
明
で
あ
る
。

（
15
）	

著
述
目
録
に
は
資
料
名
に
「
草
稿
」
と
あ
る
が
、
西
村
家
所
蔵
資
料
の

内
題
に
は
「
草
稿
」
の
語
が
な
い
。

（
16
）	

西
村
家
所
蔵
資
料
は
、「
尺
牘
楷
式
」・「
墓
誌
楷
式
」・「
枢
密
顧
問
官

從
一
位
勲
一
等
杉
公
墓
誌
」・「
辞
章
論
略
補
」
を
収
録
す
る
い
わ
ば
雑

纂
で
あ
る
が
、
そ
の
小
口
書
に
「
辞
章
論
略
補
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
資
料
は
同
一
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

（
17
）	

本
資
料
は
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
稿
本
で
は
な
い
。
西
村
家
所
蔵

資
料
の
題
名
は
「
教
育
勅
語
下
賜
三
十
年
記
念
文
学
博
士
西
村
時
彦
先

生
講
演
速
記
」
と
あ
る
。

（
18
）	
西
村
家
資
料
は
表
紙
に
「
征
清
戦
報
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
て
い
る
。

「
征
清
戦
報
」
は
掲
載
誌
の
名
称
と
思
わ
れ
る
が
、
両
資
料
は
同
一
の
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可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

（
19
）	
著
述
目
録
に
お
け
る
資
料
名
は
「
小
天
地
閣
雑
記
」、
西
村
家
所
蔵
資

料
は
小
口
に
記
さ
れ
た
資
料
名
は
「
天
囚
雑
記
」（
外
題
無
し
）
と
異

な
る
が
、
著
述
目
録
に
は
「
戊
申
帰
郷
時
」
と
あ
り
、
ま
た
西
村
家
所

蔵
「
天
囚
雑
記
」
に
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申
の
年
の
二
月

か
ら
の
帰
郷
を
綴
っ
た
日
記
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
資
料
は

同
一
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

（
20
）	

例
え
ば
、
西
村
家
に
は
『
日
本
宋
学
史
』（
①
―
18
）
が
所
蔵
さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
朝
日
文
庫
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
も
の
で
、

著
述
目
録
に
記
載
さ
れ
た
天
囚
の
遺
著
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
な
お
、
著
述
目
録
の
「
十
三
、
研
究
資
料
」
中
の
「
敬
公
資
料
」
は
、

前
述
の
通
り
西
村
家
に
現
存
す
る
と
と
も
に
、
碩
園
記
念
文
庫
に
も
同

名
の
資
料
が
あ
る
。
両
者
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明

で
あ
る
。

（
21
）	「
六
、
経
子
簡
編　

一
冊
」
と
「
七
、
同
補
注　

一
冊
」
と
は
、
合
冊

と
さ
れ
て
い
る
。「
経
子
簡
編
」
は
、
天
囚
が
重
建
懐
徳
堂
で
行
っ
た

講
義
の
教
科
書
で
あ
る
。『
懐
徳
』
第
二
号
「
碩
園
先
生
追
悼
録
」
所

収
の
松
山
直
蔵
「
碩
園
博
士
を
追
憶
す
る
ま
ま
」
参
照
。

（
22
）	

注
（
14
）
参
照
。

（
23
）	

本
資
料
は
、「
修
辞
学
之
将
来
」・「
岩
倉
公
神
道
碑
校
訂
」
等
の
雑
多

な
資
料
と
共
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）	「
四
、
二
洲
先
生
年
譜
藁
」
と
「
六
、
木
村
巽
齋
事
略
」
と
は
、
合
冊

と
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）	「
梧
桐
夜
雨
楼
漫
筆
」
と
「
天
囚
菴
茶
話
」
と
は
、
合
冊
と
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）	「
七
冊
」
は
「
六
冊
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
27
）	

西
村
家
の
現
当
主
で
あ
る
西
村
貞
則
氏
か
ら
筆
者
が
伺
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
鉄
砲
館
所
蔵
の
天
囚
関
係
資
料
は
、
か
つ
て
西
村
家
か
ら
「
出
品
」

さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
鉄
砲
館
の
西
村
天
囚
関
係
資
料
は
、

西
村
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
比
較
す
る
と
、
虫
損
等
が
非
常
に

少
な
く
、
保
存
状
態
が
か
な
り
良
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
あ
く
ま

で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
西
村
家
に
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
い
た
西

村
天
囚
関
係
資
料
の
中
の
、
保
存
状
態
が
良
い
も
の
が
選
ば
れ
て
鉄
砲

館
に
移
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
附
記
】

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
「
鉄
砲
館
」
の
所
蔵
す
る
西
村
天
囚
関
係
資

料
の
調
査
に
あ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー
、
並
び
に
西
之
表
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
文
化
財
係
長　

鮫
島
斉
氏
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「碩園先生著述目録」と現存資料について ― 竹田健二
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